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１． 令和７年度 主な取り組み（案）

基本方針３ 公共交通利用促進に関する課題

基本方針２ 市内公共交通体系の再構築

■都市間を結ぶ公共交通ネットワークの維持・確保

 ・ 【継続】 広域交通及び地域間交通の維持・確保を図る

■ＪＲ留萌本線廃線後の代替交通の維持・見直し
 ・ 【新規】 デマンドタクシー（夜間便）及び留萌旭川速達便

の実証運行の検証を実施

■新交流複合施設への公共交通結節機能導入の検討
 ・ 【新規】 新交流複合施設基本計画の策定に合わせ検討

■バス待合所環境の整備

 ・ 【継続】 沿岸部のバス待合所の整備を実施（２か所）

■高齢者向けバス利用促進策の実施

 ・ 【継続】 高齢者市内バス無償化実証実験事業を実施

■運転手確保に向けた各種取り組みの実施
 ・ 【新規】 地域おこし協力隊（交通分野）制度の活用に

 向けた検討・募集

■北海道高齢者運転免許自主返納サポート制度の周知
 ・ 【新規】 市内事業所への北海道高齢者運転免許自主返納

 サポート制度の周知・調査

■市民向けモビリティマネジメント実施の検討

・ 【新規】 広報誌への公共交通特集の掲載

【令和７年度の重点取り組み】
・ デマンドタクシー（夜間便）の実証運行の検証を実施
・ 留萌旭川速達便の実証運行の検証を実施
・ 交通事業者における運転手確保に向けた取り組みへの支援
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２． デマンドタクシー（夜間便）の実証運行の検証

■ 現状と課題 ■ 令和６年度運行実績＜再掲＞

・ ＪＲ留萌本線の廃線に伴い、通学保
障の観点から運行開始。

・ 夜間便はR５～R7の３年間の
実証運行。 
※今年度が実証運行期限。

・ 学生は原則、留萌旭川線バスの利
用とし、実習等でバスに間に合わ
ない場合に限り、夜間便を利用。

・ バス最終便は深川発18時のため、
夜間便を廃止すると最終時刻が
約２時間早まる。

・ 利用者の意見や費用対効果を考慮
しながら、事業の在り方を検証。

○上り【留萌→深川】

定期券
（学生）

一般 合計

早朝便① 5:54 49人 82人 131人

早朝便② 6:59 144人 34人 178人

夜間便 19:10 44人 44人

193人 160人 353人

ダイヤ

乗車人数

計

○下り【深川→留萌】

定期券
（学生）

一般 合計

早朝便 7:50 41人 41人

夜間便 20:10 25人 63人 88人

25人 104人 129人計

ダイヤ

乗車人数
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２． デマンドタクシー（夜間便）の実証運行の検証

■ 検証方法

・ デマンドタクシー（夜間便）の利用者に
対し、利用目的や利便性などに関する
アンケートを実施。

・ 学生向けには、個別のヒアリングを実施。

■ アンケート実施方法（案）

・ 【実施対象】 デマンドタクシー（夜間便）利用者（学生除く）
・ 【実施期間】 ２か月程度 （８～９月頃を予定）
・ 【配布方法】 タクシー車内へのチラシ掲示（QRコード）
・ 【回答方法】 QRコード
・ 【項 目】 利用目的、運行ダイヤ、廃止した際の影響 等

■ 令和７年度通学利用者（7月1日時点）

利用者名 通学先 学校名 学年

A 深川市 拓殖大学北海道短期大学　※２年制 2年

B 深川市 深川市立高等看護学院　　※３年制 ３年

C 深川市 深川市立高等看護学院　　※３年制 ３年

① 継続（変更なし）
② 継続（ダイヤ見直し）
③ 廃止

■ 対応策
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３． 留萌旭川速達便の実証運行の検証

■ 現状と課題

・ ＪＲ留萌本線の廃線に伴い、旭川への
速達性を高める新たな交通体系とし
て、運行開始。

・ R５～R7の３年間の実証運行。
※今年度が実証運行期限

・ 採算確保には１便当たり約20人の
 利用が必要だが、7.4人となっている。

・ 当初、R8以降は交通事業者による
 自走を想定していたが、収支欠損が
 生じている現状を鑑み、交通事業者と
 しては単体での維持は困難との見解。

・ 利用者の意見や費用対効果を考慮
しながら、事業の在り方を検証。
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３． 留萌旭川速達便の実証運行の検証

■ 検証方法

・ 留萌旭川速達便利用者に対し、利用目
的や利便性などに関するアンケート
を実施。

■ アンケート実施方法（案）

・ 【実施対象】 留萌旭川速達便利用者
・ 【実施期間】 ２か月程度

（８～９月頃を予定）
・ 【配布方法】 各座席へのアンケート用紙

の配布
・ 【回答方法】 紙 又は QRコード
・ 【項 目】 ● 乗降場所、利用目的

● 運行ダイヤ、運行便数
● 評価
● 廃止した際の影響 等

＜アンケートイメージ＞

① 継続（路線変更）
② 継続（ダイヤ見直し）
③ 廃止

■ 対応策
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４． 運転手確保に向けた取り組みへの支援

■ 現状と課題

・ 全国的に運転手不足が深刻化している中、市においても運転手
不足が深刻化。

・ 交通事業者は減便、営業時間の短縮などを行いながら、運行を
維持。

・ 運転手不足が進行した際には、更なる減便などにつながる恐れ。

■ 課題解決に向けた取り組み

・ 行政による運転手確保に向けた取り組みの一つとして、
「地域おこし協力隊」制度の活用が有効。

・ 他自治体での導入事例などの情報収集を行い、交通事業者の意
見も取り入れながら、R8.4月の採用を目指す。

・ 公共交通を維持するためには、運転手の確保が喫緊の課題。
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４． 運転手確保に向けた取り組みへの支援

■ 地域おこし協力隊制度の概要

・ 都市部の人が地方に移住して、
地域活性化の仕事をしながら
新しい生活を始める仕組み。

・ 道内では美幌町で、地域おこし
協力隊のドライバーが活動中。

■ 募集スケジュール（案）

■ 募集概要（案）

・ 【委嘱期間】 委嘱の日から１年間 ※最大３年間
・ 【就業場所】 沿岸バス㈱留萌営業所、小鳩交通㈱留萌営業所
・ 【業務内容】 ⑴ 路線バス（タクシー）の運転

 ⑵ 運転手魅力発信事業
 ⑶ 公共交通に関する啓発活動、相談 等

・ 【雇用形態】 交通事業者による雇用
※市は地域おこし協力隊として委嘱

月 内容

R7.7～8 他市における導入事例の収集

R7.9～11 交通事業者と募集内容の調整

R7.12～
R8.1

募集期間

R8.2 選考

R8.4 委嘱
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